
UCSF Rheumatology Board Review and Clinical

Update 2012に 参 加 して

神田 真聡

 2012年8月23-25日 にサ ン フ ラン シス コで開催

され た、University of California San Francisco

Rheumatology Board Review and Clinical

Update 2012お よび、カ リフォルニ ア大 学サ ンフ

ラ ンシスコ校(以 下UCSF)付 属病 院へ出張 しま

したので報告 します。

 UCSF Rheumatology Board Review and

Clinical Updateは 、1992年 に 始 ま り、 今 回 で

ち ょ う ど20回 目 の 開 催 で した。 こ の講 習 会 は

American Board of Internal Medicine(ABIM)

主催の リウマチ専門医認定試験 のための講習会 で、

UCSFが 開 催 して います。 参加 人 数 は200人 強 で

したが、 日本か らの参加者 は私一 人だけで した。

 昨 今、本 邦 の専 門 医研修 も米 国式 の二 階建 て

制 度 に習 っ た方 式 で の 検 討 が 進 め られ て い ま

す。 米 国で 医師 にな る には、4年 制大 学 あ るい

は 医学進 学 課程 で学 士 号 を習得 後、 メデ ィカル

ス クー ル に入学 し さらに4年 間 か けて 医学博 士

号 を習 得 しま す。 この 間 にUSMLE(医 師 国 家

試験)を 受 験 し、 合格 す る こ とが必 須 とな りま

す。卒後 はinternship(イ ンター ン)を1年 間行

い、residency(前 期研修)と な り各科研 修(3-

5年)を 行 います。 内科 は3年 間 のresidencyの

後 に、ABIMのinternal medicine board exam(内

科認定医試験)に 合格す る とgeneral internist(内

科認定 医)と な ります 。その後fellowship(後 期

研修)と な り、 リウマチ科 では3年 間の研修の後

に、subspecialty exam(専 門 医試験)に 合格 す

れば、 リウマチ専 門医にな ります。つま り、今回

の講習会 は私 よりも少 し年齢 層の高い人 を対象 と

した もので した。

 当初 よ り海外 に単 身で乗 り込 み英語の講習 を3

日間受 けるだけでかな り気負 っていま した。 さら

に、参加者 も 自分 より経験 があ り貫禄のあ る人た

ちばか りで、 さらに緊張 が募 りま した。また、若

い 日本 人が珍 しか ったのか、現地 医師に次々 と「専

門医試験 を受 けるのか」 と聞かれ、余計 に心細 く

な りま した。

 そんな こち らの緊張 はつ ゆ知 らず 、講義 は朝8

時か ら夕方まで、ス ターバ ックスの コー ヒー と軽

食を片手 にお こな う、和やか な雰 囲気で行われま

した。演者は著名人 もお り、 インパ ク トのあ る講

義 と リモ コンを用いた参加型 問題 が多数用 意 され、

最初か ら最後 まで飽 きるこ とな く聴講 できま した。

内容は基礎免疫学か ら膠原病 ・リウマチ性 疾患各

論、整形外科学 まで幅広 く行われ ま した。講義 内

容は想像 よ りもはるかに分 か りや す く、当初の不

安は まもな く払拭 され ま した。基本 事項のま とめ

や最新の話題 も扱われ、 日常診療 に役立つ こ とだ

けでな く、 日本 と米 国の診療 の違い を目の 当た り

にしました。2日 目には演者 に直接質問 し、討論

す る機会が設 け られ、 日常診療 の疑問 について意

見交換がで きま した。討論 では、 日本の苦悩 は米

国で もほぼ同 じことがわ か り、国の違いはそれ ほ

ど大 き くない こ とを感 じ、妙 に安心 しま した。

 今 回 は講 習 会 だ けで は な く、UCSF Medical

Centerの 見 学 を し ま し た。 UCSF Medical

Centerは 全 米病 院 ランキ ン グで トップ10に 選 ば

れ る評価 の高 い病院 で あ り、併設 され るBenioff

Children's Hospitalは 全 米 ナ ンバ ー1の 小 児病

院 です 。年 間 外来 患 者 数 は830,000人(2011年)、

年 間 入院 患 者 数180,000人 、外 来 通 院 患 者 の70％

がサ ンフランシスコ外 か ら通 院す る中核病院です。

リウマ チ科 の年 間通院 患者 数 は6,000人 程 度 との

こ とで した。新 しくきれ いな病 院であ り、 ロボ ッ

ト調剤 な ど最新技術 も応用 されていま した。た し

か に、技術 ・設備 は素晴 らしかったのですが、何

よ り患者満足度 が高い理 由は、パ ラメデ ィカル ス

タ ッフの対応 ではないか と感 じま した。それはす

れ違 った一幕 にあった よ うに思 います。私 が院 内

エ レベー ター に乗 って いた ときで した。そ こに、
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車 いす に乗 った若 い女性 を看護助手が護送 しなが

ら乗 りあわせて きま した。 女性 は足を負傷 してい

るよ うで した。表情 は こわ ば り、痛み と長時間待

た された疲労が重な った こともあ り、不満を 口に

してい ま した。 日本で も よくある風 景だ と思 いつ

つ も、なん とな く話 に耳 を傾 けていま した。看護

助手 も聞いてい るだ けな のだろ うと思 っていたの

ですが、その対応が一味違 いま した。 彼女 の不満

を実に機 転の利いた ジ ョー ク と相手へ の思 いや り

のあふれ る言葉で、一瞬で雰 囲気 を変 えて しまっ

たのです。 女性 はエ レベー ター を降 りる ときには

暗 く沈んだ声か ら、笑顔 とともに、明 る くはず ん

だ会話 に変わ っている姿 を見た ときに、感銘 を受

けま した。

　アフター5は 現地 生活を楽 しんで きま した。 レ

ス トランでステーキ ・ハ ンバーガー ・パ ンケーキ

と日本 人 にはや や量 の 多 い大盛 りのア メ リカ ン

フー ドを数多 く楽 しみま した。郊外 にあ るフィ ッ

シャーマ ンズワー フまで 、ケー ブル カーに揺 られ

ていき、酵母パ ンでで きた器 にい っぱいの クラム

チャ ウダー を満喫 しま した。 また、観 光用 に レン

タカーを借 り、霧がか るフ リー ウェイを慣れ ない

左ハ ン ドル とマイル表示 の速度 計 に困惑 しなが ら

ドライブ し、 ゴールデ ンゲー トブ リッジを走 り抜

けま した。 さらに、ア ジサイ の咲 くロンバー ト・

ス トリー トも走行 しま した。 ア ラモ ・ス トリー ト

で はフルハ ウスの世界 に思い を馳 せてゆ っ くりし

た時間 を過 ごしま した。私 に とって、今回は初 め

ての米 国本土へ の上 陸で したが、 米国人の英語 に

翻弄 されな が らも、貴重な経験 と知識 を得 るこ と

がで きま した。

　最後 に充実 したサ ンフ ランシスコ研 修の機会 を

与えて くだ さった向井 先生 に改 めて厚 く御礼申 し

上げ、 この よ うな貴重 な経 験 をで きた ことに深 く

感謝いた します。
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